
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プログラム 
 9:30 開場・受付開始 

 
10:00 開会・挨拶 

 
  取組紹介 「スマートアグリの推進に向けた取組について」 

  経済産業省 北海道経済産業局 地域経済部 情報政策課 
 
10:20 講演Ⅰ 「乳肉複合経営牧場における IT 活用事例」 

  ㈱ノベルズ 取締役  西尾 康宏 氏 
 

10:50 休憩 
 

11:00 講演Ⅱ 「農業分野における CS ソリューションの取組のご紹介」 
  ㈱ＣＳソリューション 取締役  庄内 道博 氏 

 
11:30 講演Ⅲ 「道内企業を全面サポートする道総研工業試験場 ～ＩＴ農業に向けた取組」 

  （地独）北海道立総合研究機構 工業試験場 情報システム部 部長  吉川  毅 氏 
 

12:00 閉会 

 
申し込み・お問い合わせ  (株)道銀地域総合研究所 （担当：清水、高橋（弘）） 

 〒060-8676 札幌市中央区大通西4 丁目1 道銀ビル別館6F 

TEL：011-233-3562 FAX：011-207-5220 

e-mail：seminar@doginsoken.jp 

北海道スマートアグリセミナー2015 

◆ 日  時  ２０１５年２月２７日（金）１０：００～１２：００ 

◆ 会  場  北海道経済産業局 第一会議室   札幌市北区北8 条西2 丁目 札幌第1 合同庁舎 6 階 

◆ 参 加 費  無 料 

◆ 主  催  経済産業省北海道経済産業局、（一社）北海道ＩＴ推進協会 

◆ 共  催  （地独）北海道立総合研究機構工業試験場 

◆ 対  象  農業者、ＩＴ関連事業者、大学・研究機関等の支援機関 等 ５０名（先着順） 

◆ 申込方法  裏面申込書に必要事項をご記入のうえ、２月２４日（火）までにＦＡＸもしくは 

メールにて、申し込み先までご連絡ください。 

 
（ＦＡＸ：011-207-5220）（mail: seminar@doginsoken.jp） 

ＩＴは我が国の産業全般を支えるとともに、これら産業の高次化をもたらす重要な産業として位置づけら

れています。北海道の基幹産業である農業分野においても、ＩＴ企業によって経営管理、生産履歴、圃場管

理、農薬管理等の管理系システムや、センサーやカメラ等を利用した精密農業、農産物の流通支援システム

等が開発され、農業者が農作物の生産性や品質の向上等に向けてＩＴを利活用する「スマートアグリ」の取

組が進みつつあります。 

一方、道内ＩＴ企業にとっても、農業分野における新たな製品やサービスを開発し展開することで、新た

な市場を開拓することができます。 

本セミナーでは、道内ＩＴ企業が北海道立総合研究機構の知識や技術を活用し、農業分野の新製品・サー

ビスの開発・展開を進め、農業者の「スマートアグリ」の取組を促進するため、農業者や道内ＩＴ関連事業

者等を対象に、具体的な事例を中心に紹介いたします。皆様のご参加をお待ちしております。 



講師・内容紹介 

講演Ⅰ 「乳肉複合経営牧場における IT 活用事例」       

㈱ノベルズ 取締役 西尾 康宏 氏
 

【会社概要・講師略歴】 
㈱ノベルズ（畜産業、上士幌町）は、平成18年12月に設立し、黒毛和種受精卵を活用した交雑種経産肥育という国内で

も稀な生産を行っている。生産される十勝ハーブ牛は長期肥育など独自の飼育方法により、通常より不飽和脂肪酸含有率

が高く、脂肪融点が低い。平成 22 年度に（有）十勝スロウフードとともに、北海道農政事務所及び北海道経済産業局か

ら農商工等連携事業計画の認定を受け、新たな牛肉加工品の開発に取り組むほか、㈱ノベルズデーリィーファームを設立

し牛乳生産を行うなど、新事業展開に積極的に取り組む。また、複数拠点の牛個体管理にクラウド型個体管理システムを

開発するなど、IT技術を積極的に導入。現在、牛の飼育頭数は16,000頭であり、全国有数の規模を誇る。取締役の西尾

氏は、平成21年に入社後、同社の販売部門、生産技術部門に従事し、現在に至る。上士幌町出身。 

講演Ⅱ 「農業分野における CS ソリューションの取組のご紹介」 

   ㈱CSソリューション 取締役 庄内 道博 氏

【会社概要・講師略歴】 

平成16年10月に設立した㈱CSソリューションは、帯広畜産大学、酪農学園大学、（地独）北海道立総合研究機構根釧

農業試験場、畜産試験場、工業試験場等、地域の大学・試験研究機関と積極的に連携し、北海道の基幹産業である農業の

IT化に向けた事業を展開。また、北海道経済産業局が実施する平成23年度戦略的基盤技術高度化支援事業を活用し、大

学や農業機械メーカーと連携して「サーモグラフィを活用して安全に自律移動するロボット制御ソフトウェアと、画像・

動画解析により選別収穫する自走式収穫作業ロボットの研究と開発」に取り組む等、研究開発も積極的に実施。ITコー

ディネータの資格を持つ、取締役の庄内氏は、農業者や中小企業における現場の課題を踏まえ、IT 利活用による課題解

決に取り組み、現在に至る。札幌市出身。 

講演Ⅲ 「道内企業を全面サポートする道総研工業試験場 ～IT 農業に向けた取組～」 

   （地独）北海道立総合研究機構工業試験場 情報システム部 部長 吉川  毅 氏

【団体概要・講師略歴】 

（地独）北海道立総合研究機構工業試験場は道内中小企業の技術支援機関として、自動車関連のものづくり産業分野、環

境・エネルギー関連産業分野、食関連産業分野における研究開発に注力している。なかでも、食関連産業分野における「工

業（工学）」と「一次産業」、特に工業と農業との融合を重視し、農業の「生産性向上」をキーワードにして、IT農業を

推進している。吉川氏は、自動車会社のエンジン実験・設計に従事した後、平成３年より工業試験場に勤務、現在に至る。

月形町出身。 
 

 
参 加 申 込 書 

 
●FAX： ０１１－２０７－５２２０           ●e-mail：seminar@doginsoken.jp 

 

株式会社 道銀地域総合研究所 行 

 

企業・団体名：                                                       TEL：      （    ）        
 

 
◆【個人情報の取り扱いについて】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ご提供いただいた個人情報は、本セミナーの目的以外には使用しません。 

ご参加者 

お名前（フリガナ） 所属・役職名 

  

  

  


